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第６章  景観重要公共施設の整備に関する事項、占用許可等の基準 
 

1. 景観重要公共施設の指定 

 （１）景観重要公共施設の指定の考え方 

    道路や公園などの公共施設は、景観を構成する重要な要素であるとともに、住民や事業者に対し、

良好な景観のモデルを示す先導的な責務もあります。行政が景観に配慮した公共施設の整備を行う

ことで、地区の景観を向上させるとともに、住民の景観に関する意識の高揚を図っていくことにつ

ながります。 

    ここでは、特定公共施設（景観法第 8 条第 2 項第 4 号ロ）のうち、本計画の区域内において景

観の骨格となり、景観形成上重要な役割を果たすものについて、景観重要公共施設に指定し、良好

な景観の形成に向けた整備に関する事項及び占用等の許可の基準を定めます。 

    今後、指定された景観重要公共施設において必要な整備等を実施する場合には、これらの基   

準等を踏まえ、景観に配慮するとともに、既存の施設を含めた良好な維持管理を行うことによ   

って、さらに魅力的な景観形成を推進することとします。 

    また、指定されていない特定公共施設はもとより、特定公共施設以外の公共施設についても、本

計画の主旨を踏まえ、景観に配慮した整備等に努めるものとします。 

 

  

naibu
楕円

naibu
テキストボックス
18



 

 

 

 （２）景観重要公共施設の一覧 

種別・名称 位置・範囲（起点～終点） 施設管理者 

道路法による道路 

歴史と文化の道 

 ①国道 10 号 城山町 6 番 2 先 ～ 城山町 1 番 1 先   ※区域内の全区間 国 

照国大通り 

 ②照国神社線 全区間 鹿児島市 

幹線道路 

 

③国道３号 照国町 17 番 9 先 ～ 城山町1 番 1 先   ※区域内の全区間 国 

④国道２２５号 照国町 15 番 26 先 ～ 城山町 1 番 1 先  ※区域内の全区間 国 

⑤国道５８号 山下町 5 番 1 先             ※区域内の全区間 国 

その他の道路（市道） 

 

⑥城山登山線 城山町 1 番 8 先 ～ 城山町１番 13 先  ※区域内の一部区間 鹿児島市 

⑦銅像横線 全区間 鹿児島市 

⑧上之平線 城山町4番16先 ～ 照国町18番11先  ※区域内の全区間 鹿児島市 

⑨美術館横線 全区間 鹿児島市 

⑩文化センター裏線 全区間 鹿児島市 

⑪山下２号線 全区間 鹿児島市 

⑫草牟田城山線 城山町 5 番 1 先             ※区域内の全区間 鹿児島市 

⑬桟橋線 山下町 13 番 8 先 ～ 山下町 13 番 4 先  ※区域内の全区間 鹿児島市 

都市公園法による公園 

 

⑭中央公園 山下町 4 番 1、5 番1、城山町3 番 1   ※中央公園の全部 鹿児島市 

⑮照国公園 城山町 1 番 2              ※照国公園の全部 鹿児島市 

⑯城山公園（探勝園） 城山町 19番 外             ※城山公園の一部 鹿児島市 

【位置図】
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① 国道 10 号 ② 市道照国神社線 ③ 国道 3 号 

④ 国道 225 号 ⑤ 国道 58 号 ⑥ 市道城山登山線 

⑦ 市道銅像横線 ⑧ 市道上之平線 ⑨ 市道美術館横線 

⑩ 市道文化センター裏線 ⑪ 市道山下 2 号線 ⑫ 市道草牟田城山線 

⑬ 市道桟橋線 ⑭ 中央公園 ⑮ 照国公園 

⑯ 城山公園 

naibu
楕円

naibu
テキストボックス
20



 

 

 

2. 景観重要公共施設の整備に関する事項 

 （１）道路 

   ①概要 

    ア 歴史と文化の道（国道 10 号） 

       国道10号の終点にあたる歴史と文化の道は、潤いと安らぎのある街路空間を目指し、

地元産の自然石を用いた石張り舗装の歩道や、城山周辺の緑と呼応する姿造りのイヌマ

キ、ガス灯、親水水路（県立博物館から県立図書館までの城山側歩道）、花壇など、景観

に配慮した整備が行われており、本地区の景観を特徴づける最も重要な通りです。 

 

    イ 照国大通り（市道照国神社線） 

       城山・照国神社の玄関にあたる照国大通りは、背後の城山の自然環境と調和した市民

が憩える空間として、地元産の自然石を用いた石張り舗装の歩道や、ガス灯、親水水路

が整備されているほか、広場としての空間を演出するため、落葉樹のケヤキや休憩ので

きるツリーサークルが設置されています。 

 

    ウ 幹線道路（国道３号、国道225 号、国道 58 号） 

       歴史と文化の道（国道 10 号）と接続する国道３号、国道225 号、国道58 号は、い

ずれも交通量が多く主要な幹線道路です。中央公園に隣接する国道 225 号、58 号は、

公園との一体的な歩道整備（石張り舗装）により、快適な歩行空間が形成されています。 

 

    エ その他の道路 

       市立美術館周りの 3 路線（市道銅像横線、市道上之平線の一部、市道美術館横線）は、

歴史と文化の道等との回遊性を持たせ、歴史と文化の香り高い活気の感じられる都市景

観の形成を図るため、石張り舗装の歩車道や照明灯が整備されています。 

       また、歴史と文化の道と直角に交差する市道草牟田城山線、市道桟橋線は、交通量も

多く、城山展望台やウォーターフロント地区等への主要なアクセス道路で、本区間内で

は、景観に配慮した石張り舗装の歩道となっています。 

 

   ②整備に関する方針 

    ・道路の構造や仕上げは、利用者の安全性と快適性を確保しつつ、周辺の歴史的・文化的な

まちなみとの調和に配慮します。 

    ・道路附属物の整備を行う場合は、周辺の歴史的・文化的なまちなみとの調和に配慮します。 

    ・親水水路やガス灯は、周辺の歴史的・文化的なまちなみとの調和に配慮し、適切な維持管

理に努めます。 

 

   ③整備に関する基準 

     整備基準を以下のとおり定めます。ただし、法令等の規定や安全上、機能上やむを得ない    

と認められる項目についてはこの限りではありません。 

施 設 
ア 歴史と文化の道 

（国道 10 号） 

イ 照国大通り 

（市道照国神社線） 

ウ 幹線道路 

（国道３号、225 号、58 号） 

舗装 

車道 ― ― ― 

歩道 
・石張り舗装を基調とし、周辺のまちなみと調和した仕上げにより歴史的・文化的雰囲

気を演出する。 

道路附属物 

・防護柵 

・道路照明灯 

・道路標識 

・道路反射鏡 

・横断歩道橋 

 等 

・周辺の歴史的・文化的なまちなみと調和し､控えめでシンプルな透過性の高い形態･意

匠とする。 

・光沢ある素材や反射性のある素材など､周囲から突出するような素材の使用を避ける。 

・表面に着色しない自然素材の色彩、落ち着いた茶系（マンセル値のＲ､ＹＲ､Ｙ系の色

相で明度５以下､彩度２以下）又はダークグレー（Ｎ２～４）の色彩を基調とする。 

・特に防護柵（鋼製）については､歴史的・文化的なまちなみとの調和、他の公共施設

との調和に配慮し､ダークブラウン（こげ茶色）を基本色とする。 

・街路樹や植栽については､現状の緑化を維持するため､適切な維持管理に努める。 

景観施設 
・親水水路、ガス灯については、周辺の歴史的・文化的な

まちなみとの調和に配慮し、適切な維持管理に努める。 
― 
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施 設 

エ その他の道路 

 市道銅像横線、 

 市道上之平線（一部）※1 

 市道美術館横線 

 市道山下 2 号線 

 市道草牟田城山線 

 市道桟橋線 

 市道上之平線（一部）※2 

 市道城山登山線 

 市道文化センター裏線 

舗装 

車道 
・石張り舗装を基調とし、

周辺のまちなみと調和し

た仕上げにより歴史的・

文化的雰囲気を演出す

る。 

― ― 

歩道 

・石張り舗装を基調とし、

周辺のまちなみと調和し

た仕上げにより歴史的・

文化的雰囲気を演出す

る。 

― 

道路附属物 

・防護柵 

・道路照明灯 

・道路標識 

・道路反射鏡 

 等 

・周辺の歴史的・文化的なまちなみと調和し､控えめでシンプルな透過性の高い形態・

意匠とする。 

・光沢ある素材や反射性のある素材など､周囲から突出するような素材の使用を避ける。 

・表面に着色しない自然素材の色彩、落ち着いた茶系（マンセル値のＲ､ＹＲ､Ｙ系の色

相で明度５以下､彩度２以下）又はダークグレー（Ｎ２～４）の色彩を基調とする。 

・特に防護柵（鋼製）については､歴史的・文化的なまちなみとの調和、他の公共施設

との調和に配慮し､ダークブラウン（こげ茶色）を基本色とする。 

・街路樹や植栽については､現状の緑化を維持するため､適切な維持管理に努める。 

    ※1 照国神社から市道美術館横線に接する部分までの区間 

    ※2 上記以外の区間 
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 （２）公園 

   ①概要 

    ア 中央公園 

       中央公園は、地下駐車場整備に伴い、周辺の道路と一体となった開放的な公園として

再整備され、都心部の安らぎと憩いの空間として、市民や観光客に親しまれています。 

       また、国道 58 号を挟んだ中央公民館側の飛地及び国道 10 号を挟んだ西郷銅像側の

飛地も中央公園の一部であり、本市の代表的な観光スポットとなっています。 

 

    イ 照国公園 

       照国公園は、ともに登録有形文化財に指定されている県立博物館と県立博物館考古資

料館の間に位置し、照国大通りに面した場所にあります。 

       公園内には、バスケットコートや保存樹に指定されているクロガネモチがあり、地元

住民の憩いの場となっています。 

 

    ウ 城山公園（探勝園） 

       城山は、標高 107mのシラスからなる丘陵で、明治 39 年に「城山公園」として開設、

昭和6 年に国の文化財として史跡、天然記念物に指定されました（探勝園は除く）。 

本計画区域内には、城山公園の一部で、鶴丸城の二の丸庭園であった探勝園が含まれ、

明治維新に大きく貢献した島津久光公・忠義公の銅像をはじめ、電信使用の碑などの石

碑があり、歴史散策のスポットとなっています。 

 

   ②整備に関する方針 

    ・周辺の歴史的・文化的なまちなみとの調和に配慮しながら、安全で良好な眺望地点として

機能するよう、公園内の樹木・植栽の管理を行います。 

    ・園路、広場、休憩所等の整備、修繕を行う場合は、利用者の安全性と快適性を確保しつつ、

歴史的・文化的まちなみとの調和を図るため、できる限り地場産の自然素材等の利用促進

に努めるとともに、施設を設ける場合は､背景となる城山の山なみの眺望を妨げないように

配慮します。 

    ・観光客や地元住民が安心して利用できるように､園路、広場、休憩所等の整備にあたっては、

ユニバーサルデザインに配慮します。 

 

   ③整備に関する基準 

     整備基準を以下のとおり定めます。ただし、法令等の規定や安全上、機能上やむを得ない    

と認められる項目についてはこの限りではありません。 

施 設 ア 中央公園 イ 照国公園 ウ 城山公園（探勝園） 

園  路 

・石張り舗装を基調とし、

周辺のまちなみと調和し

た仕上げにより歴史的・

文化的雰囲気を演出す

る。 

― 

・周辺のまちなみと調和し

た仕上げにより歴史的・

文化的雰囲気を演出す

る。 

公園附属物 

・防護柵 

・照明灯 

・案内標識 

 等 

・周辺の歴史的・文化的なまちなみと調和し､控えめでシンプルな透過性の高い形態・

意匠とする。 

・光沢ある素材や反射性のある素材など、周囲から突出するような素材の使用を避ける。 

・広場･休憩所等の公園施設の整備にあたっては､自然素材の使用に努める。 

・表面に着色しない自然素材の色彩、落ち着いた茶系（マンセル値のＲ､ＹＲ､Ｙ系の色

相で明度５以下､彩度２以下）又はダークグレー（Ｎ２～４）の色彩を基調とする。 

・特に防護柵（鋼製）については､歴史的・文化的なまちなみとの調和、他の公共施設

との調和に配慮し､ダークブラウン（こげ茶色）を基本色とする。 

建 築 物 ・第３章第１節第２項に定める景観形成基準による。 

法面、擁壁 

・石垣等については､特に支障のない限り､保存に努めることとし､新設や改修等を行う

場合は､自然素材の使用､もしくは化粧型枠等の景観的な配慮がなされた工法を使用

するなど､周辺景観との調和に配慮する。 

・特に法面においては､緑化による修景措置を行うなど､緑の連続性に配慮する。 

樹木、植栽 
・公園内の樹木や植栽については､現状の緑化を維持するため､適切な維持管理に努める。 

※ 照国公園のクロガネモチについては、保存樹に指定されていることから対象外とする。 

naibu
楕円

naibu
テキストボックス
23



 

 

 

3. 景観重要公共施設における占用等の許可の基準 
 
  景観重要公共施設として指定した道路、公園における占用等の許可の基準について、良好な景観 

 の形成を図るため、次のとおり定めます。 
 

 （１）本基準の対象となる工作物等 

     次の工作物等で１年以上設置される見込みのもの。 

      ①道路法第 32 条第1 項又は第3 項の規定による許可を要する工作物、物件又は施設の

うち、地表に現れるもの 

      ②都市公園法第６条第１項の規定による許可を要する工作物、物件又は施設のうち、地

表に現れるもの 

 

 （２）良好な景観形成のための占用等の許可の基準 

     道路法第 32 条第 1 項又は第3 項、都市公園法第６条第１項の許可基準を以下のとおり定

めます。 

     ただし、法令等の規定や安全上、機能上やむを得ないと認められる項目についてはこの限

りではありません。 

工作物、物件 

又は施設 

（建築物を

除く） 

・第３章第１節第２項に定める高さの基準による。 

・周辺の歴史的・文化的なまちなみと調和し､控えめでシンプルな透過性の高い形態・

意匠とする。 

・光沢ある素材や反射性のある素材など､周囲から突出するような素材の使用を避け

る。 

・表面に着色しない自然素材の色彩、落ち着いた茶系（マンセル値のＲ､ＹＲ､Ｙ系の

色相で明度５以下､彩度２以下）又はダークグレー（Ｎ２～４）の色彩を基調とする。

ただし､可能な範囲内で目立たない素材や色彩の覆い等により周辺の景観との調和

が図られていると認められる場合はこの限りでない。 

建築物 ・第 3 章第1 節第 2 項に定める景観形成基準による。 
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